
「ものづくり業界セミナー」の御案内

拝啓 皆様におかれましては、ますますご清祥の段、お喜び申し上げます。
また、平素は格別のお引き立てを賜り、心より厚く御礼申し上げます。

トーテックアメニティでは、「ものづくり業界セミナー」を開催します。
最終学年にあたり学業はもとより、企業研究に余念がない方も多いと思います。
全社員の８割がエンジニアであるトーテックアメニティでは、航空機業界や機械・電気電
子・組込み制御のエンジニアを目指す学生さん向けに、今回、特別企画として、宇宙機開
発に取り組む現役エンジニアを招いた「ものづくり業界セミナー」を開催します。

この貴重な機会に是非、ご来場賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

敬具

トーテックアメニティ株式会社

「ものづくり業界セミナー」

記

日 時 2016年5月24日（火） 13：30～ ※13：15～入場開始

場 所
名古屋プライムセントラルタワー 13階「名古屋会議室」 第21会議室
愛知県名古屋市西区名駅2-27-8／名古屋駅桜通口から徒歩約9分／名古屋駅地下鉄1番出口から徒歩約4分

主 催 トーテックアメニティ株式会社 リクルートセンター

費 用 無料

定 員 ５０名

内

容

特
別
講
演

13：30～14：30

【ゼロから１へ。宇宙ベンチャーの挑戦】

講師：緒川 修治 氏（ＰＤエアロスペース株式会社 代表取締役）

会
社

説
明
会

14：40～15：10

【トーテックグループについて】

トーテックアメニティ リクルートセンター採用担当

座
談
会

15：10～16：40

Special座談会 【1年目からリーダーまで現役エンジニア10名参加】

※内容は都合により変更になる場合があります。

TOTEC PREMIUM SEMINAR 2016

TOTEC
ＰREMIUM

SEMINAR2016



講 師 プ ロ フ ィ ー ル

プレミアム会社説明会事務局
（トーテックアメニティ株式会社内）

〒451-0045

愛知県名古屋市西区名駅2-27-8名古屋プライムセントラルタワー７階

ＴＥＬ：0120-33-1019（受付時間：月～金１０：００～１７：００（土日、祝日除く））

Ｅ-mail recruit@totec.co.jp

●お問い合わせ ■ ご案内採用担当者

トーテックアメニティ株式会社について

※お申込みはお電話、E-mailでも受け付けています。下記内容を事務局までお知らせください。

[学校名／学部／専攻／学年／お名前／郵便番号／ご住所／お電話番号／E-mailアドレス ]

お申込み方法 下記ＵＲＬからお申込頂くか、御案内の採用担当者までお声がけ下さい。

ＰＤエアロスペース株式会社 代表取締役

緒川 修治 氏
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https://www.totec.jp/seminar/entryFormRecruit/index.html ※下記のＱＲコードからも確認可能です。

ＰＤエアロスペース株式会社について

昭和46年(1971年)創業、社員数は1806名(2016年4月末現在)、売上高は177億円(2015年3月期)。
「Ｌｅｔ‘ｓ Ｎｅｗ Ｖａｌｕｅ！」のＶＩＳＩＯＮを掲げ、お客様と当社の新たなる価値創造のために、
情報化戦略・技術戦略・情報化戦略の実現を目指す。
事業の基軸は、主に製造業の「技術戦略」を先進技術でサポートする「エンジニアリングサービス事業」、
及び、自治体・医療機関、各種民間企業の「情報化戦略」をサポートする「ＩＴソリューション事業」の2つ。
お客様の経営戦略実現のために、その情報、技術、人材等の経営資源を効果的に活用頂くトータルソリューショ
ンを提供。1800名超の社員の内、航空機産業や自動車産業に直結する機械・電気電子・組込み制御エンジニ
アは600名を超える人員を有する。
営業拠点は主要都市を中心に北は仙台市、南は福岡市まで全国に14。積極的な事業展開を行っている。

航空機開発、自動車エンジン部品開発を経て、2007年、宇宙機開発ベンチャー
「PDエアロスペース」を創業。
高度100kmへ到達可能な、独自エンジン搭載の完全再使用型サブオービタル宇
宙飛行機の開発を軸に、宇宙旅行、宇宙環境を利用した実験、衛星の軌道投入
サービスなど、利活用事業の展開を目指す。

「有人宇宙機」の開発を目指し、2007年に緒川氏が名古屋市にて創業。
2016年6月には、宇宙旅行のための訓練プログラム事業をスタート。

“次世代宇宙システムの開発を行うことが私の長年の目標であり、その情熱は今も尽きることはあり
ません。 弊社は政府の政策や巨大資本によらず、一民間企業として「有人宇宙機」の開発を目指し
ます。 私がこれまでに培った知識・経験の全てを最大限に活かし、航空宇宙分野での技術革新を起
こすことで、この「挑戦」を体現していくつもりです。
『諦めた時点で全てが終わり、諦めずに挑戦し続けることで、道は必ず開かれる。』“

※ＰＤ社公式ＨＰ「代表挨拶」より抜粋


